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白
田
　
信
夫�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

飯
泉
　
　
淳�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

井
手
　
義
弘�

　
　
　
　
　
（
公
明
党
）�

福
地
源
一
郎�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

議
員（
自
民
）　
真
壁
は
、
登
録
文
化
財

の
建
物
も
一
〇
四
を
数
え
、
全
国
有
数

の
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の
活
性

化
を
図
り
、
多
く
の
人
た
ち
に
夢
や
誇

り
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、
核
と
な
る

県
立
歴
史
館
分
館
の
よ
う
な
施
設
が
絶

対
に
必
要
で
あ
る
。
所
見
を
伺
い
た
い
。 

知
事
　
地
元
市
町
村
で
対
応
し
て
ほ
し

い
。
県
と
し
て
は
、
合
併
支
援
事
業
等

に
よ
る
市
の
負
担
の
軽
減
や
、
県
立
歴

史
館
の
移
動
展
示
等
に
よ
る
施
設
運
営

面
で
の
支
援
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
応

援
を
し
て
い
き
た
い
。 

議
員
　
障
害
者
の
雇
用
促
進
の
た
め
に

は
、
民
間
事
業
者
へ
の
具
体
的
な
働
き

か
け
が
必
要
で
あ
る
。
県
発
注
の
公
共

事
業
に
お
け
る
一
定
割
合
の
障
害
者
雇

用
の
義
務
づ
け
な
ど
も
検
討
し
て
ほ
し

い
が
、
建
設
業
に
お
け
る
障
害
者
の
雇

用
促
進
策
は
。 

土
木
部
長
　
建
設
工
事
に
係
る
入
札
参

加
資
格
基
準
に
お
い
て
、
障
害
者
を
雇

用
し
て
い
る
県
内
業
者
に
対
し
加
点
措

置
を
行
っ
て
い
る
が
、
提
言
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
可
能
か
、

建
設
業
界
や
関
係
者
の
皆
様
と
も
積
極

的
に
相
談
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

（
ほ
か
に
、
規
則
の
見
直
し
、
米
の
品

質
向
上
な
ど
も
質
問
） 

坪
井
　
　
透�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

半
村
　
　
登�

　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）�

大
内
久
美
子�

　
　
　
（
日
本
共
産
党
）�

川
口
　
　
浩�

　
（
民
主
清
新
ク
ラ
ブ
）�

澤
畠
　
俊
光�

　
　
　
（
自
由
民
主
党
）�

議
員（
自
民
）　
が
ん
は
特
別
な
病
気
で

は
な
く
な
っ
た
。
医
師
や
薬
な
ど
の
客

観
的
か
つ
信
頼
で
き
る
情
報
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
患
者
の
立
場
に
立
っ
た

治
療
情
報
の
開
示
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。 

保
健
福
祉
部
長
　
地
域
が
ん
診
療
拠
点

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
四
カ
所
の
地

域
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供
の
充
実
や
が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
要
請
す

る
な
ど
、
が
ん
診
療
情
報
の
提
供
に
一

層
取
り
組
む
。 

議
員
　
若
者
た
ち
に
、
人
の
た
め
に
働

く
こ
と
の
大
切
さ
や
、
自
分
た
ち
も
役

に
立
つ
と
い
う
気
持
ち
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
。
高
校
生
の
企
業
実
習

の
拡
大
や
小
・
中
学
校
で
の
職
場
体
験

学
習
の
充
実
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。 

教
育
長
　
高
校
で
の
企
業
実
習
に
つ
い

て
は
、
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
も
踏
ま

え
、
地
域
を
拡
大
し
、
対
象
校
を
増
や

す
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
小
学
校
か
ら
児
童
生
徒
の

発
達
段
階
に
応
じ
た
組
織
的
、
系
統
的

な
体
験
活
動
の
推
進
を
図
り
、
職
業
観

を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。 

（
ほ
か
に
、
家
畜
伝
染
病
対
策
、
ニ
ー

ト
・
団
塊
世
代
対
策
な
ど
も
質
問
） 

議
員（
公
明
）　
格
差
が
固
定
化
さ
れ
な

い
、
再
挑
戦
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
若
年
者
の

就
業
対
策
や
中
高
年
者
の
再
就
職
、
経

営
危
機
に
陥
っ
た
企
業
の
再
生
に
対
す

る
支
援
は
。 

知
事
　
フ
リ
ー
タ
ー
等
が
正
規
雇
用
に

再
挑
戦
で
き
る
よ
う
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
で

相
談
や
適
性
診
断
等
を
実
施
し
、
ま
た
、

Ｉ
Ｔ
実
務
等
の
職
業
訓
練
や
再
就
職
に

関
す
る
情
報
提
供
・
職
業
紹
介
に
よ
り

中
高
年
者
の
再
就
職
を
支
援
す
る
。
さ

ら
に
、
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

が
受
け
皿
と
な
り
、
経
営
改
善
の
た
め

の
助
言
や
再
生
計
画
の
策
定
を
指
導

し
、
企
業
の
再
生
を
支
援
す
る
。 

議
員
　
平
成
十
八
年
度
に
新
た
に
設
置

さ
れ
る
県
北
振
興
室
の
成
果
を
評
価
す

る
た
め
に
も
、
県
北
振
興
に
向
け
た
具

体
的
な
指
針
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。 

企
画
部
長
　
数
値
に
よ
る
成
果
の
検
証

は
重
要
で
あ
り
、
県
総
合
計
画
の
地
域

計
画
に
つ
い
て
は
何
ら
か
の
形
で
数
値

に
よ
る
目
標
を
掲
げ
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
。
県
北
振
興
室
で
は
こ
の
目
標

を
踏
ま
え
施
策
の
体
系
的
な
進
行
管
理

を
通
じ
て
施
策
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い

く
。 

（
ほ
か
に
、
茨
城
県
の
職
員
改
革
、
県

北
臨
海
部
の
道
路
整
備
と
渋
滞
緩
和
策

な
ど
も
質
問
） 

●
質
問
者�

�

議
員（
自
民
）　
Ｔ
Ｘ
沿
線
で
は
目
に
見

え
て
ま
ち
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ

の
地
域
が
日
本
の
誇
れ
る
中
核
都
市
と

し
て
後
世
に
引
き
継
げ
る
よ
う
な
ま
ち

づ
く
り
を
望
む
が
、
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。 

企
画
部
長
　
職
住
近
接
、
知
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
生
活
、
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
暮
ら

し
、
環
境
と
共
生
し
た
生
活
を
内
容
と

す
る
「
つ
く
ば
ス
タ
イ
ル
」
を
具
現
化

で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

沿
線
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
方
や
働
き
方

が
多
く
の
方
に
評
価
さ
れ
る
よ
う
努
め

る
。 

議
員
　
県
税
を
は
じ
め
と
す
る
公
金
の

電
子
納
付
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
と

聞
く
。
滞
納
問
題
の
解
決
や
利
便
性
の

向
上
に
資
す
る
と
思
う
が
、
見
通
し
と

周
知
に
つ
い
て
伺
う
。 

出
納
長
　
今
年
三
月
か
ら
は
行
政
財
産

使
用
料
な
ど
、
平
成
十
九
年
二
月
か
ら

は
新
車
購
入
時
の
自
動
車
税
・
自
動
車

取
得
税
を
、
平
成
二
十
年
二
月
か
ら
は

そ
の
他
の
税
目
に
つ
い
て
実
施
対
象
と

す
る
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、
金

融
機
関
等
の
協
力
を
得
て
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、

効
果
的
な
広
報
を
行
っ
て
い
く
。 

（
ほ
か
に
、
県
立
高
校
の
あ
り
方
、
産

業
の
活
性
化
、
自
主
防
災
の
強
化
な
ど

も
質
問
） 

桜川市真壁地域の町並み�

ジョブカフェいばらきでの就職相談風景�

研究学園駅から見たつくば市中心部�地域がん診療拠点に指定されている県立中央病院�


